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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの視認側に設けられたシャッターパネルと、を有し、
　前記シャッターパネルは、
　第１の基板と、
　前記第１の基板上に設けられた複数の第１の透明電極と、
　前記第１の基板に対向する第２の基板と、
　前記第２の基板上に設けられた複数の第２の透明電極と、
　前記第１の基板と前記第２の基板によって挟持された液晶と、を有し、
　前記複数の第１の透明電極は、第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ前記第
１の方向と交差する第２の方向に互いに間隔を空けて配置され、
　前記複数の第２の透明電極は、前記第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ前
記第２の方向に互いに間隔を空けて配置され、
　前記複数の第１の透明電極それぞれの電位と、前記複数の第２の透明電極それぞれの電
位と、を制御して前記液晶の配向を制御することによって、前記シャッターパネルは、前
記第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ前記第２の方向に間隔を空けて設けら
れた複数の遮光領域と、前記複数の遮光領域の間に設けられた複数の透光領域とを形成し
、
　前記複数の第１の透明電極それぞれは、第１のトランジスタを介して電位が与えられ、
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　前記複数の第２の透明電極それぞれは、第２のトランジスタを介して電位が与えられる
ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１の基板または前記第２の基板に垂直な方向では、前記複数の第１の透明電極の
間隙は前記複数の第２の透明電極と重なり、且つ前記複数の第２の透明電極の間隙は前記
複数の第１の透明電極と重なることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの視認側に設けられたシャッターパネルと、を有し、
　前記シャッターパネルは、
　第１の基板と、
　前記第１の基板上に設けられた複数の第１の透明電極と、
　前記第１の基板に対向する第２の基板と、
　前記第２の基板上に設けられた複数の第２の透明電極と、
　前記第１の基板と前記第２の基板によって挟持された液晶と、を有し、
　前記複数の第１の透明電極は、第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ前記第
１の方向と交差する第２の方向に互いに間隔を空けて配置され、
　前記複数の第２の透明電極は、前記第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ前
記第２の方向に互いに間隔を空けて配置され、
　前記複数の第１の透明電極それぞれの電位と、前記複数の第２の透明電極それぞれの電
位と、を制御して前記液晶の配向を制御することによって、前記シャッターパネルは、前
記第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ前記第２の方向に間隔を空けて設けら
れた複数の遮光領域と、前記複数の遮光領域の間に設けられた複数の透光領域とを形成し
、
　前記複数の第１の透明電極のうち、前記複数の透光領域を形成する第１の透明電極には
第１の制御信号が与えられ、
　前記複数の第２の透明電極のうち、前記複数の透光領域を形成する第２の透明電極には
第２の制御信号が与えられ、
　前記第１の制御信号及び前記第２の制御信号は、それぞれ高電位と低電位を一定期間毎
に繰り返す信号であって、一方が高電位であるとき、他方は低電位であることを特徴とす
る表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記複数の第１の透明電極のうち、前記複数の遮光領域を形成する第１の透明電極には
第３の制御信号が与えられ、
　前記複数の第２の透明電極のうち、前記複数の遮光領域を形成する第２の透明電極には
第４の制御信号が与えられ、
　前記第３の制御信号及び前記第４の制御信号は同じ信号であることを特徴とする表示装
置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、表示装置に関する。特に、３次元表示が可能な表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
テレビ受像機などの大型表示装置から携帯電話などの小型表示装置に至るまで表示装置の
普及が進んでいる。今後は、より付加価値の高い製品が求められており開発が進められて
いる。近年では、より臨場感のある画像を再現するため、３次元表示が可能な表示装置の
開発が進められている。
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【０００３】
３次元表示を行う表示方式としては、左目で見る画像と右目で見る画像とを分離するため
の眼鏡を用いる方式（画像分離方式ともいう）と、表示部において左目で見る画像と右目
で見る画像を分離するための構成を追加し裸眼での３次元表示を可能にする裸眼方式と、
がある。裸眼方式による３次元表示は、眼鏡を別途準備する必要がなく、利便性に優れて
いる。裸眼方式による３次元表示は、携帯電話や携帯型遊技機等で普及しつつある。
【０００４】
裸眼方式による３次元表示としては、表示部に視差バリアを追加する、所謂視差バリア方
式（パララックスバリア方式とも言う）が知られている。視差バリア方式における視差バ
リアはストライプ状の遮光部であり、３次元表示から２次元表示に切り替えた際に解像度
を低下させる原因になる。そのため視差バリア方式では、２次元表示と３次元表示とを切
り替える場合に、パターニングされた透明電極を有する液晶パネルを用い、当該透明電極
に印加する電圧を制御することで液晶層による透光または遮光を制御し、視差バリアの有
無を切り替える構成が提案されている（特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２５８０１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、視差バリア方式にて３次元表示を行うには、表示画面と視認者の目とが特
定の距離にある必要がある。
【０００７】
そこで、本発明の一態様は、裸眼方式による３次元表示を行う表示装置であって、視認者
が３次元表示を認識可能な距離（表示画面と視認者の目との距離）範囲を拡大することを
課題の一とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明の表示装置の一形態は、表示パネルと、表示パネルの視認側に設けられたシャッタ
ーパネルとを有する。シャッターパネルは、第１の基板と、第１の基板上に設けられた複
数の第１の透明電極と、第１の基板に対向する第２の基板と、第２の基板上に設けられた
複数の第２の透明電極と、第１の基板と第２の基板によって挟持された液晶と、を有する
。複数の第１の透明電極は、第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ第１の方向
と交差する第２の方向に互いに間隔を空けて配置される。複数の第２の透明電極は、第１
の方向に延びたストライプ状であって、且つ第１の方向と交差する第２の方向に互いに間
隔を空けて配置される。複数の第１の透明電極それぞれの電位と、複数の第２の透明電極
それぞれの電位と、を制御して液晶の配向を制御することによって、シャッターパネルは
、第１の方向に延びたストライプ状であって、且つ第２の方向に間隔を空けて設けられた
複数の遮光領域と、複数の遮光領域の間に設けられた複数の透光領域とを形成する。
【０００９】
つまり、第２の方向における複数の遮光領域の幅及び間隔、並びに第２の方向における複
数の透光領域の幅及び間隔は、可変とすることができる。言い換えれば、視差バリアの幅
及び間隔を可変とすることができる。ここで、例えば、表示画面と視認者との距離をセン
サ等を用いることによって測定し、当該距離に応じて、複数の第１の透明電極それぞれの
電位と、複数の第２の透明電極それぞれの電位と、を制御することによって視差バリアの
幅及び間隔を制御する。こうして、表示画面と視認者との距離に応じて、視差バリアの幅
及び間隔を制御し、視認者が三次元表示を認識可能とする。
【００１０】
また、第１の基板または第２の基板に垂直な方向では、複数の第１の透明電極の間隙は複
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数の第２の透明電極と重なり、且つ複数の第２の透明電極の間隙は複数の第１の透明電極
と重なる構成とすることができる。
【００１１】
複数の第１の透明電極それぞれは、第１のトランジスタを介して電位が与えられ、複数の
第２の透明電極それぞれは、第２のトランジスタを介して電位が与えられる構成とするこ
とができる。
【００１２】
液晶は公知の液晶材料を自由に用いることができる。また、液晶の配向も公知の配向型を
自由に適用することができる。例えば、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）型、Ｓ
ＴＮ（Ｓｕｐｅｒ　Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）型、ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａ
ｌｉｇｎｍｅｎｔ）型、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｅｎ
ｄ，　Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）型
等を用いることができる。なお、高分子分散型液晶（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅ
ｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）を用いてもよい。配向型に応じて、シャッターパネ
ルは配向膜や偏向フィルタを更に有する構成であってもよい。
【００１３】
表示パネルは、公知のあらゆる構成の表示パネルを用いることができる。例えば、エレク
トロルミネッセンス素子（以下、ＥＬ素子という）等の発光素子を用いた表示パネルとす
ることができる。また、液晶素子を用いた表示パネルであってもよい。
【００１４】
（シャッターパネルの駆動方法）
（ノーマリ・ホワイト・モード）
複数の第１の透明電極のうち、複数の遮光領域を形成する第１の透明電極には第１の制御
信号が与えられ、複数の第２の透明電極のうち、複数の遮光領域を形成する第２の透明電
極には第２の制御信号が与えられ、第１の制御信号及び第２の制御信号は、それぞれ高電
位と低電位を一定期間毎に繰り返す信号であって、一方が高電位であるとき、他方は低電
位とすることができる。
【００１５】
また、複数の第１の透明電極のうち、複数の透光領域を形成する第１の透明電極には第３
の制御信号が与えられ、複数の第２の透明電極のうち、複数の透光領域を形成する第２の
透明電極には第４の制御信号が与えられ、第３の制御信号及び第４の制御信号は同じ信号
とすることができる。なお、第３の制御信号及び第４の制御信号は供に０Ｖであってもよ
い。
【００１６】
（ノーマリ・ブラック・モード）
複数の第１の透明電極のうち、複数の透光領域を形成する第１の透明電極には第１の制御
信号が与えられ、複数の第２の透明電極のうち、複数の透光領域を形成する第２の透明電
極には第２の制御信号が与えられ、第１の制御信号及び第２の制御信号は、それぞれ高電
位と低電位を一定期間毎に繰り返す信号であって、一方が高電位であるとき、他方は低電
位とすることができる。
【００１７】
また、複数の第１の透明電極のうち、複数の遮光領域を形成する第１の透明電極には第３
の制御信号が与えられ、複数の第２の透明電極のうち、複数の遮光領域を形成する第２の
透明電極には第４の制御信号が与えられ、第３の制御信号及び第４の制御信号は同じ信号
とすることができる。なお、第３の制御信号及び第４の制御信号は供に０Ｖであってもよ
い。
【００１８】
言い換えれば、上記駆動方法は、所定の領域（ノーマリ・ホワイト・モードにおける遮光
領域、ノーマリ・ブラック・モードにおける透光領域）において、第１の透明電極の電位
と第２の透明電極の電位との両方を一定期間毎に変化させ、且つ、互いに所定の電位差が
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生じるように制御して、これらの透明電極によって挟まれた液晶に一定期間毎に反転した
電界が印加される駆動方法（以下、反転駆動方法ともいう）である。
【発明の効果】
【００１９】
本発明の表示装置の一態様により、視差バリアの幅及び間隔を可変とすることができるた
め、視認者が裸眼で３次元表示を認識可能な距離範囲を拡大することができる。そのため
、利便性に優れた表示装置を提供することができる。
【００２０】
更に、シャッターパネルにおいて上記反転駆動方法を採用することによって、液晶の劣化
を抑制することができる。また、所定の領域（ノーマリ・ホワイト・モードにおける遮光
領域、ノーマリ・ブラック・モードにおける透光領域）において、第１の透明電極に与え
られる第１の制御信号及び第２の透明電極に与えられる第２の制御信号は、それぞれ高電
位と低電位を一定期間毎に繰り返す信号であって、一方が高電位であるとき、他方は低電
位とする。そのため、当該第１の透明電極の電位の振幅（第１の制御信号の振幅）及び当
該第２の透明電極の電位の振幅（第２の制御信号の振幅）は、液晶に印加される電圧の振
幅よりも小さくすることができる。こうして、第１の透明電極及び第２の透明電極を駆動
（第１の制御信号及び第２の制御信号を出力）する駆動回路を、より低い電源電圧で動作
させることができる。こうして、シャッターパネルの消費電力を低減することができる。
【００２１】
また、複数の第１の透明電極それぞれは、第１のトランジスタを介して電位が与えられ、
複数の第２の透明電極それぞれは、第２のトランジスタを介して電位が与えられる構成と
することによって、複数の第１の透明電極の電位を個別に制御し、複数の第２の透明電極
の電位を個別に制御することができる。こうして、視差バリアの幅及び間隔を変更する際
の自由度を高める（視差バリアの幅の範囲や間隔の範囲を広げる）ことができる。
【００２２】
また、第１の基板または第２の基板に垂直な方向では、複数の第１の透明電極の間隙は複
数の第２の透明電極と重なり、且つ複数の第２の透明電極の間隙は複数の第１の透明電極
と重なる構成とすることによって、ノーマリ・ホワイト・モードにおける遮光領域内の光
もれを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】表示装置の模式図。
【図２】遮光領域と表示パネルと視認者の関係を説明する図。
【図３】表示装置の利用形態図及びブロック図。
【図４】シャッターパネルの駆動方法を説明する図。
【図５】ストライプ状の複数の透明電極の一態様を説明する図。
【図６】電子機器の一態様を説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。但し、本発明は多くの
異なる態様で実施することが可能であり、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱することな
くその形態を様々に変更し得ることは当業者であれば容易に理解される。従って、本実施
の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、以下に説明する本発明の構
成において、同じものを指し示す符号は異なる図面間において共通とする。
【００２５】
なお、各実施の形態の図面等において示す各構成の、大きさ、層の厚さ、領域等は、明瞭
化のために誇張されて表記している場合がある。よって、必ずしもそのスケールに限定さ
れない。
【００２６】
なお、本明細書等にて用いる第１、第２、第３、乃至第Ｎ（Ｎは自然数）という用語は、
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構成要素の混同を避けるために付したものであり、数的に限定するものではないことを付
記する。なお自然数は特に断りのない限り、１以上として説明する。
【００２７】
（実施の形態１）
まず、本発明の一態様の表示装置について図１及び図４を参照して説明する。
【００２８】
図１（Ａ）及び図１（Ｂ）は、本発明の一態様の表示装置を示す模式図である。図１（Ａ
）に示す表示装置は、複数の画素１００がマトリクス状に配設された表示パネル１０、シ
ャッターパネル２０を有する。また、図１（Ａ）では、視認者による視認の状況を表すた
め、視認者の左目３１及び右目３２を示している。
【００２９】
なお、シャッターパネル２０は、表示パネル１０から光が放出される方向、すなわち表示
装置において視認者が視認する側に設けられている。そして、シャッターパネル２０は、
遮光領域２００ａ、遮光領域２００ｂ、遮光領域２００ｃ、遮光領域２００ｄ（以下、ま
とめて複数の遮光領域２００ともいう）と、遮光領域２００ａ、遮光領域２００ｂ、遮光
領域２００ｃ、遮光領域２００ｄの間の、透光領域２０１ａ、透光領域２０１ｂ、透光領
域２０１ｃ（以下、まとめて複数の透光領域２０１ともいう）とを形成することができる
。遮光領域２００は、表示パネル１０から発せられた光の一部を遮る。透光領域２０１は
、表示パネル１０から発せられた光を透過する。つまり、遮光領域２００は視差バリアと
して機能する。
【００３０】
図１（Ｂ）及び図１（Ｃ）は、図１（Ａ）に示した表示装置におけるシャッターパネル２
０のより詳細な構成を示す図である。図１（Ｂ）は、図１（Ａ）におけるｙｚ平面の図で
あり、図１（Ｃ）はｘｙ平面の一部の図である。
【００３１】
図１（Ｂ）及び図１（Ｃ）において、シャッターパネル２０は、基板２２２と、基板２２
２上に設けられた透明電極２１ａ、透明電極２１ｂ、透明電極２１ｃ、透明電極２１ｄ、
透明電極２１ｅ、透明電極２１ｆ、透明電極２１ｇ、及び透明電極２１ｈ（以下、これら
透明電極をまとめて、複数の第１の透明電極２１という）と、基板２２２に対向する基板
２２３と、基板２２３上に設けられた透明電極２２ａ、透明電極２２ｂ、透明電極２２ｃ
、透明電極２２ｄ、透明電極２２ｅ、透明電極２２ｆ、透明電極２２ｇ、及び透明電極２
２ｈ（以下、これら透明電極をまとめて、複数の第２の透明電極２２という）と、基板２
２２と基板２２３によって挟持された液晶２２４と、を有する。なお、図１（Ｃ）におい
て、わかりやすくするために基板２２３は省略している。
【００３２】
複数の第１の透明電極２１及び複数の第２の透明電極２２は、透光性を有する導電材料、
例えば、酸化珪素を含む酸化インジウムスズ、酸化インジウムスズ、酸化亜鉛、酸化イン
ジウム亜鉛、ガリウムを添加した酸化亜鉛などを用いて形成することができる。
【００３３】
複数の第１の透明電極２１は、ｘ方向に延びたストライプ状であって、且つｘ方向と交差
するｙ方向に互いに間隔を空けて配置される。
【００３４】
複数の第２の透明電極２２は、ｘ方向に延びたストライプ状であって、且つｘ方向と交差
するｙ方向に互いに間隔を空けて配置される。
【００３５】
複数の第１の透明電極２１それぞれの電位と、複数の第２の透明電極２２それぞれの電位
と、を制御して液晶２２４の配向を制御することによって、シャッターパネル２０は、ｘ
方向に延びたストライプ状であって、且つｙ方向に間隔を空けて設けられた遮光領域２０
０と、遮光領域２００の間に設けられた透光領域２０１と、を形成する。
【００３６】
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つまり、ｙ方向における遮光領域２００の幅及び間隔、並びにｙ方向における透光領域２
０１の幅及び間隔は、可変とすることができる。言い換えれば、視差バリアの幅及び間隔
を可変とすることができる。そのため、視認者が裸眼で３次元表示を認識可能な距離範囲
を拡大することができる。
【００３７】
また、図１において、ｚ方向では、複数の第１の透明電極（透明電極２１ａ、透明電極２
１ｂ、透明電極２１ｃ、透明電極２１ｄ、透明電極２１ｅ、透明電極２１ｆ、透明電極２
１ｇ、透明電極２１ｈ）の間隙（図１（Ｂ）中、「ｄ１」で示す）は複数の第２の透明電
極（透明電極２２ａ、透明電極２２ｂ、透明電極２２ｃ、透明電極２２ｄ、透明電極２２
ｅ、透明電極２２ｆ、透明電極２２ｇ、透明電極２２ｈ）と重なり、且つ複数の第２の透
明電極（透明電極２２ａ、透明電極２２ｂ、透明電極２２ｃ、透明電極２２ｄ、透明電極
２２ｅ、透明電極２２ｆ、透明電極２２ｇ、透明電極２２ｈ）の間隙（図１（Ｂ）中、「
ｄ２」で示す）は複数の第１の透明電極（透明電極２１ａ、透明電極２１ｂ、透明電極２
１ｃ、透明電極２１ｄ、透明電極２１ｅ、透明電極２１ｆ、透明電極２１ｇ、透明電極２
１ｈ）と重なる。こうして、遮光領域２００内における光もれを低減することができる。
【００３８】
ここで、液晶２２４は公知の液晶材料を自由に用いることができる。また、液晶２２４の
配向も公知の配向型を自由に適用することができる。例えば、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎ
ｅｍａｔｉｃ）型、ＳＴＮ（Ｓｕｐｅｒ　Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）型、ＶＡ（
Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）型、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅ
ｎｓａｔｅｄ　Ｂｅｎｄ，　Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆ
ｒｉｎｇｅｎｃｅ）型等を用いることができる。なお、高分子分散型液晶（Ｐｏｌｙｍｅ
ｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）を用いてもよい。配向型に応
じて、シャッターパネル２０は配向膜や偏向フィルタ等を更に有する構成であってもよい
。
【００３９】
表示パネル１０は、公知のあらゆる構成の表示パネルを用いることができる。例えば、エ
レクトロルミネッセンス素子（ＥＬ素子）等の発光素子を用いた表示パネルとすることが
できる。また、液晶素子を用いた表示パネルであってもよい。
【００４０】
（シャッターパネル２０の駆動方法）
次いでシャッターパネル２０の駆動方法について説明する。説明には図４を用いる。
【００４１】
（ノーマリ・ホワイト・モード）
電界が印加されている領域が遮光状態となる場合（ノーマリ・ホワイト・モード）のシャ
ッターパネル２０の駆動方法の一例を図４（Ａ）及び図４（Ｂ）に示す。
【００４２】
複数の第１の透明電極２１のうち、複数の遮光領域２００（図４（Ａ）及び図４（Ｂ）で
は遮光領域２００ｂを代表で示す）を形成する透明電極（以下、透明電極２１ｉという）
には第１の制御信号が与えられ、複数の第２の透明電極２２のうち、遮光領域２００を形
成する透明電極（以下、透明電極２２ｉという）には第２の制御信号が与えられ、第１の
制御信号及び第２の制御信号は、それぞれ高電位と低電位を一定期間毎に繰り返す信号で
あって、一方が高電位であるとき、他方は低電位とすることができる。
【００４３】
例えば、図４（Ａ）に示すある期間では、遮光領域２００ｂにおいて、透明電極２１ｉに
は電位－Ｖ１が与えられ、透明電極２２ｉには電位＋Ｖ１が与えられ、図４（Ｂ）に示す
別の期間では、遮光領域２００ｂにおいて、透明電極２１ｉには電位＋Ｖ１が与えられ、
透明電極２２ｉには電位－Ｖ１が与えられる構成とすることができる。
【００４４】
なお、複数の第１の透明電極２１のうち、複数の透光領域２０１（図４（Ａ）及び図４（
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Ｂ）では透光領域２０１ａ及び透光領域２０１ｂを代表で示す）を形成する透明電極（以
下、透明電極２１ｊという）には第３の制御信号が与えられ、複数の第２の透明電極２２
のうち、複数の透光領域２０１を形成する透明電極（以下、透明電極２２ｊという）には
第４の制御信号が与えられ、第３の制御信号及び第４の制御信号は同じ信号とすることが
できる。なお、第３の制御信号及び第４の制御信号は供に０Ｖであってもよい。
【００４５】
例えば、図４（Ａ）に示すある期間では、透光領域２０１ａ及び透光領域２０１ｂにおい
て、透明電極２１ｊには電位Ｖ０が与えられ、透明電極２２ｊには電位Ｖ０が与えられ、
図４（Ｂ）に示す別の期間では、透光領域２０１ａ及び透光領域２０１ｂにおいて、透明
電極２１ｊには電位Ｖ０が与えられ、透明電極２２ｊには電位Ｖ０が与えられる構成とす
ることができる。
【００４６】
（ノーマリ・ブラック・モード）
電界が印加されている領域が透光状態となる場合（ノーマリ・ブラック・モード）のシャ
ッターパネル２０の駆動方法の一例を図４（Ｃ）及び図４（Ｄ）に示す。
【００４７】
複数の第１の透明電極２１のうち、複数の透光領域２０１（図４（Ｃ）及び図４（Ｄ）で
は透光領域２０１ａ及び透光領域２０１ｂを代表で示す）を形成する透明電極（以下、透
明電極２１ｉという）には第１の制御信号が与えられ、複数の第２の透明電極２２のうち
、複数の透光領域２０１を形成する透明電極（以下、透明電極２２ｉという）には第２の
制御信号が与えられ、第１の制御信号及び第２の制御信号は、それぞれ高電位と低電位を
一定期間毎に繰り返す信号であって、一方が高電位であるとき、他方は低電位とすること
ができる。
【００４８】
例えば、図４（Ｃ）に示すある期間では、透光領域２０１ａにおいて、透明電極２１ｉに
は電位＋Ｖ１が与えられ、透明電極２２ｉには電位－Ｖ１が与えられる。また、その期間
において、透光領域２０１ｂにおいて、透明電極２１ｉには電位－Ｖ１が与えられ、透明
電極２２ｉには電位＋Ｖ１が与えられる。一方、図４（Ｄ）に示す別の期間では、透光領
域２０１ａにおいて、透明電極２１ｉには電位－Ｖ１が与えられ、透明電極２２ｉには電
位＋Ｖ１が与えられる。また、透光領域２０１ｂにおいて、透明電極２１ｉには電位＋Ｖ
１が与えられ、透明電極２２ｉには電位－Ｖ１が与えられる構成とすることができる。
【００４９】
なお、複数の第１の透明電極２１のうち、複数の遮光領域２００（図４（Ｃ）及び図４（
Ｄ）では遮光領域２００ｂを代表で示す）を形成する透明電極（以下、透明電極２１ｊと
いう）には第３の制御信号が与えられ、複数の第２の透明電極２２のうち、複数の遮光領
域２００を形成する透明電極（以下、透明電極２２ｊという）には第４の制御信号が与え
られ、第３の制御信号及び第４の制御信号は同じ信号とすることができる。なお、第３の
制御信号及び第４の制御信号は供に０Ｖであってもよい。
【００５０】
例えば、図４（Ｃ）に示すある期間では、遮光領域２００ｂにおいて、透明電極２１ｊに
は電位Ｖ０が与えられ、透明電極２２ｊには電位Ｖ０が与えられ、図４（Ｄ）に示す別の
期間では、遮光領域２００ｂにおいて、透明電極２１ｊには電位Ｖ０が与えられ、透明電
極２２ｊには電位Ｖ０が与えられる構成とすることができる。
【００５１】
言い換えれば、上記駆動方法は、所定の領域（ノーマリ・ホワイト・モードにおける遮光
領域、ノーマリ・ブラック・モードにおける透光領域）において、透明電極２１ｉの電位
と透明電極２２ｉの電位との両方を一定期間毎に変化させ、且つ、互いに所定の電位差が
生じるように制御して、これらの透明電極によって挟まれた液晶２２４に一定期間毎に反
転した電界が印加される駆動方法（反転駆動方法）である。
【００５２】
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このようにシャッターパネル２０において上記反転駆動方法を採用することによって、液
晶２２４の劣化を抑制することができる。また、所定の領域（ノーマリ・ホワイト・モー
ドにおける遮光領域、ノーマリ・ブラック・モードにおける透光領域）において、透明電
極２１ｉに与えられる第１の制御信号及び透明電極２２ｉに与えられる第２の制御信号は
、それぞれ高電位と低電位を一定期間毎に繰り返す信号であって、一方が高電位であると
き、他方は低電位とする。そのため、透明電極２１ｉの電位の振幅（第１の制御信号の振
幅：図４では、Ｖ１の絶対値の２倍に相当）及び透明電極２２ｉの電位の振幅（第２の制
御信号の振幅：図４では、Ｖ１の絶対値の２倍に相当）は、液晶２２４に印加される電圧
の振幅（図４では、Ｖ１の絶対値の４倍に相当）よりも小さくすることができる。こうし
て、複数の第１の透明電極２１及び複数の第２の透明電極２２を駆動（第１の制御信号及
び第２の制御信号を出力）する駆動回路を、より低い電源電圧で動作させることができる
。こうして、シャッターパネル２０の消費電力を低減することができる。
【００５３】
本実施の形態は、他の実施の形態と自由に組み合わせて実施することが可能である。
【００５４】
（実施の形態２）
本実施の形態では、図１における、ｙ方向における遮光領域２００の幅及び間隔、並びに
ｙ方向における透光領域２０１の幅及び間隔を、可変として、視認者が裸眼で３次元表示
を認識可能な距離範囲を拡大する構成について、より詳細に説明する。
【００５５】
次いで図２（Ａ）乃至図２（Ｃ）では、図１（Ａ）に示す表示装置の破線Ａ－Ｂにおける
構造を、視認者の左目３１及び右目３２と表示パネル１０との距離毎に分けて示す模式図
である。なお図２（Ａ）での視認者の左目３１及び右目３２と表示パネル１０との距離を
基準にして、図２（Ｂ）では視認者の左目３１及び右目３２が表示パネル１０から離れた
距離にある場合、図２（Ｃ）では視認者の左目３１及び右目３２が表示パネル１０により
近い距離にある場合、について表したものである。
【００５６】
視認者が表示装置を図２（Ａ）の距離から見る場合に、遮光領域２００は、左目３１には
画素１００ａの表示が視認され且つ画素１００ｂの表示は視認されず、右目３２には画素
１００ｂの表示が視認され且つ画素１００ａの表示は視認されないように設定される。こ
うして、左目３１及び右目３２の両眼視差を生じさせることで、視認者に３次元表示を知
覚させることができる。
【００５７】
また視認者が表示装置を図２（Ｂ）の距離から見る場合、すなわち視認者が表示装置を離
れた距離から見る場合、図２（Ａ）と同じように配設された遮光領域２００では、画素１
００ａ及び画素１００ｂでの表示を左目３１及び右目３２に別々に視認させることができ
ない。そこで、本実施の形態で説明する遮光領域２００を有するシャッターパネル２０は
、遮光領域２００の幅及び間隔（つまり、視差バリアの幅及び間隔）を視認者の視認の状
態に応じて可変にする。
【００５８】
図２（Ｂ）の場合、遮光領域２００の幅は、図２（Ａ）での遮光領域２００の幅よりも広
くする。こうして、図２（Ｂ）においても、左目３１には画素１００ａの表示が視認され
且つ画素１００ｂの表示は視認されず、右目３２には画素１００ｂの表示が視認され且つ
画素１００ａの表示は視認されないようにすることができる。よって視認者が表示装置を
離れた距離から見る場合も、左目３１及び右目３２の両眼視差を生じさせることで、視認
者に３次元表示を知覚させることができる。
【００５９】
また視認者が表示装置を図２（Ｃ）の距離から見る場合、すなわち視認者が表示装置に近
い距離から見る場合、図２（Ａ）と同じように配設された遮光領域２００では、画素１０
０ａ及び画素１００ｂでの表示を左目３１及び右目３２に別々に視認させることができな
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い。そこで、本実施の形態で説明する遮光領域２００を有するシャッターパネル２０は、
遮光領域２００の幅及び間隔（つまり、視差バリアの幅及び間隔）を視認者の視認の状態
に応じて可変にする。
【００６０】
図２（Ｃ）の場合、遮光領域２００の幅は、図２（Ａ）での遮光領域２００の幅よりも広
くする。こうして、図２（Ｃ）においても、左目３１には画素１００ａの表示が視認され
且つ画素１００ｂの表示は視認されず、右目３２には画素１００ｂの表示が視認され且つ
画素１００ａの表示は視認されないようにすることができる。よって視認者が表示装置を
離れた距離から見る場合も、左目３１及び右目３２の両眼視差を生じさせることで、視認
者に３次元表示を知覚させることができる。
【００６１】
なお２次元表示の際には、遮光領域２００を設けないようにすることによって、視認者の
両目に画素１００ａ及び画素１００ｂの表示を視認させることが可能となる。従って、シ
ャッターパネル２０による３次元表示と２次元表示の切り替えを、解像度を下げることな
く、容易に行うことができる。
【００６２】
本実施の形態は、他の実施の形態と自由に組み合わせて実施することが可能である。
【００６３】
（実施の形態３）
本実施の形態では、図１（Ｂ）及び図１（Ｃ）において示した、複数の第１の透明電極２
１及び複数の第２の透明電極２２の構成の別の一態様について説明する。
【００６４】
なお、複数の第１の透明電極２１それぞれは、トランジスタを介して電位が与えられてい
てもよい。この構成を図５に示す。
【００６５】
図５（Ｂ）に示すように、複数の第１の透明電極２１（図５（Ｂ）では、透明電極２１ａ
、透明電極２１ｂ、透明電極２１ｃ、透明電極２１ｄ、透明電極２１ｅ、透明電極２１ｆ
を代表で示す）は、それぞれトランジスタ５２０ａ、トランジスタ５２０ｂ、トランジス
タ５２０ｃ、トランジスタ５２０ｄ、トランジスタ５２０ｅ、トランジスタ５２０ｆを介
して電位が与えられる。シフトレジスタ５５０にはクロック信号（図５（Ｂ）中、「ＣＬ
Ｋ」と表記）及びスタートパルス（図５（Ｂ）中、「ＳＰ」と表記）が入力される。こう
して、シフトレジスタ５５０は配線５２１ａ、配線５２１ｂ、配線５２１ｃに順に選択パ
ルスを出力する。この選択パルスがゲートに入力されたトランジスタはオン状態となる。
こうして、トランジスタ５２０ａ、トランジスタ５２０ｂ、トランジスタ５２０ｃ、トラ
ンジスタ５２０ｄ、トランジスタ５２０ｅ、トランジスタ５２０ｆをスイッチングし、配
線５２３ａ及び配線５２３ｂに入力された信号をサンプリングして、複数の第１の透明電
極２１に所定の電位を与えることができる。
【００６６】
なお、図５（Ａ）では、複数の第１の透明電極２１に与える電位が入力される配線（配線
５２３ａ及び配線５２３ｂ）を２本設け、これら配線のうち同じ配線にソース又はドレイ
ンが接続される複数のトランジスタ（ここでは、トランジスタ５２０ａ、トランジスタ５
２０ｃ、及びトランジスタ５２０ｅ、または、ここでは、トランジスタ５２０ｂ、トラン
ジスタ５２０ｄ、トランジスタ５２０ｆ）において異なる選択パルスが与えられる構成を
示した。しかしこれに限定されず、複数の第１の透明電極２１に与える電位が入力される
配線の数は、１本でもよいし、３本以上でもよい。当該配線の数を増やすことによって、
シフトレジスタ５５０の駆動周波数を低減することができる。
【００６７】
図５（Ａ）は、図５（Ｂ）に示した構成のうち、シフトレジスタ５５０以外の部分のより
詳細な構成例を示す上面図である。図５（Ａ）において、透明電極２１ａ、透明電極２１
ｂ、透明電極２１ｃ、透明電極２１ｄ、トランジスタ５２０ａ、トランジスタ５２０ｂ、
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トランジスタ５２０ｃ、トランジスタ５２０ｄを代表で示す。
【００６８】
トランジスタ５２０ａのゲートは配線５２１ａと接続され、トランジスタ５２０ａのソー
ス及びドレインの一方は配線５２２ａと接続され、他方は透明電極２１ａと接続されてい
る。トランジスタ５２０ｂのゲートは配線５２１ａと接続され、トランジスタ５２０ｂの
ソース及びドレインの一方は配線５２２ｂと接続され、他方は透明電極２１ｂと接続され
ている。トランジスタ５２０ｃのゲートは配線５２１ｂと接続され、トランジスタ５２０
ｃのソース及びドレインの一方は配線５２２ｃと接続され、他方は透明電極２１ｃと接続
され、トランジスタ５２０ｄのゲートは配線５２１ｂと接続され、トランジスタ５２０ｄ
のソース及びドレインの一方は配線５２２ｄと接続され、他方は透明電極２１ｄと接続さ
れている。
【００６９】
配線５２２ａ及び配線５２２ｃは、配線５２３ａと電気的に接続される。なお、図５（Ａ
）では、配線５２２ａ、配線５２２ｃ及び配線５２３ａは、同一の導電膜によって形成さ
れている例を示した。配線５２２ｂ及び配線５２２ｄは、配線５２３ｂと電気的に接続さ
れる。図５（Ａ）では、配線５２２ｂは、コンタクトホール５３０ａによって配線５４０
ａと接続され、更に配線５４０ａはコンタクトホール５３１ａによって配線５２３ｂと接
続される。また、配線５２２ｄは、コンタクトホール５３０ｂによって配線５４０ｂと接
続され、更に配線５４０ｂはコンタクトホール５３１ｂによって配線５２３ｂと接続され
る。
【００７０】
ここで、配線５２２ａ、配線５２２ｂ、配線５２２ｃ、配線５２２ｄ、配線５２３ａ、配
線５２３ｂは、同じ導電膜をエッチング加工することによって形成することができる。ま
た、配線５４０ａ、配線５４０ｂ、配線５２１ａ、配線５２１ｂは、同じ導電膜をエッチ
ング加工することによって形成することができる。
【００７１】
なお、シフトレジスタ５５０は、複数の第１の透明電極２１が形成された基板上に形成さ
れたトランジスタを用いて構成することができる。例えば、トランジスタ５２０ａ、トラ
ンジスタ５２０ｂ、トランジスタ５２０ｃ、トランジスタ５２０ｄ、トランジスタ５２０
ｅ、トランジスタ５２０ｆと同様の構成のトランジスタを用いて形成されていてもよい。
また例えば、ＬＳＩチップに形成されたシフトレジスタ５５０を、複数の第１の透明電極
２１が形成された基板上に実装してもよい。
【００７２】
また、複数の第２の透明電極２２それぞれも、トランジスタを介して電位が与えられる構
成とすることができる。当該構成は、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）と同様にすることができ
るので説明は省略する。
【００７３】
なお、上記トランジスタ（図５におけるトランジスタ５２０ａ、トランジスタ５２０ｂ、
トランジスタ５２０ｃ、トランジスタ５２０ｄ等）は、オフ電流が極めて小さいトランジ
スタとしてもよい。たとえば、酸化物半導体でなる層にチャネルが形成されるトランジス
タとしてもよい。上記トランジスタをオフ電流が極めて小さいトランジスタとすることに
よって、シャッターパネル２０の複数の第１の透明電極２１や複数の第２の透明電極２２
に与えられた電位を長期間に渡って保持し続けることができる。こうして、視差バリアの
幅及び間隔を変更しない場合において、シャッターパネル２０の複数の第１の透明電極２
１や複数の第２の透明電極２２にトランジスタを介して所定の電位を入力する頻度を低減
することができる。そのため、当該トランジスタを駆動する駆動回路（例えば、図５（Ｂ
）におけるシフトレジスタ５５０）の駆動周波数を低減、または一時的に前記駆動回路の
動作を停止することができ、表示装置の消費電力を低減することができる。
【００７４】
用いる酸化物半導体としては、少なくともインジウム（Ｉｎ）あるいは亜鉛（Ｚｎ）を含
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むことが好ましい。特にＩｎとＺｎを含むことが好ましい。また、該酸化物半導体を用い
たトランジスタの電気特性のばらつきを減らすためのスタビライザーとして、それらに加
えてガリウム（Ｇａ）を有することが好ましい。また、スタビライザーとしてスズ（Ｓｎ
）を有することが好ましい。また、スタビライザーとしてハフニウム（Ｈｆ）を有するこ
とが好ましい。また、スタビライザーとしてアルミニウム（Ａｌ）を有することが好まし
い。
【００７５】
また、他のスタビライザーとして、ランタノイドである、ランタン（Ｌａ）、セリウム（
Ｃｅ）、プラセオジム（Ｐｒ）、ネオジム（Ｎｄ）、サマリウム（Ｓｍ）、ユウロピウム
（Ｅｕ）、ガドリニウム（Ｇｄ）、テルビウム（Ｔｂ）、ジスプロシウム（Ｄｙ）、ホル
ミウム（Ｈｏ）、エルビウム（Ｅｒ）、ツリウム（Ｔｍ）、イッテルビウム（Ｙｂ）、ル
テチウム（Ｌｕ）のいずれか一種あるいは複数種を有してもよい。
【００７６】
例えば、酸化物半導体として、酸化インジウム、酸化スズ、酸化亜鉛、二元系金属の酸化
物であるＩｎ－Ｚｎ系酸化物、Ｓｎ－Ｚｎ系酸化物、Ａｌ－Ｚｎ系酸化物、Ｚｎ－Ｍｇ系
酸化物、Ｓｎ－Ｍｇ系酸化物、Ｉｎ－Ｍｇ系酸化物、Ｉｎ－Ｇａ系酸化物、三元系金属の
酸化物であるＩｎ－Ｇａ－Ｚｎ系酸化物（ＩＧＺＯとも表記する）、Ｉｎ－Ａｌ－Ｚｎ系
酸化物、Ｉｎ－Ｓｎ－Ｚｎ系酸化物、Ｓｎ－Ｇａ－Ｚｎ系酸化物、Ａｌ－Ｇａ－Ｚｎ系酸
化物、Ｓｎ－Ａｌ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｈｆ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｌａ－Ｚｎ系酸化
物、Ｉｎ－Ｃｅ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｐｒ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｎｄ－Ｚｎ系酸化物
、Ｉｎ－Ｓｍ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｅｕ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｇｄ－Ｚｎ系酸化物、
Ｉｎ－Ｔｂ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｄｙ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｈｏ－Ｚｎ系酸化物、Ｉ
ｎ－Ｅｒ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｔｍ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｙｂ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ
－Ｌｕ－Ｚｎ系酸化物、四元系金属の酸化物であるＩｎ－Ｓｎ－Ｇａ－Ｚｎ系酸化物、Ｉ
ｎ－Ｈｆ－Ｇａ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ａｌ－Ｇａ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｓｎ－Ａｌ－
Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｓｎ－Ｈｆ－Ｚｎ系酸化物、Ｉｎ－Ｈｆ－Ａｌ－Ｚｎ系酸化物を用
いることができる。
【００７７】
なお、ここで、例えば、Ｉｎ－Ｇａ－Ｚｎ系酸化物とは、ＩｎとＧａとＺｎを主成分とし
て有する酸化物という意味であり、ＩｎとＧａとＺｎの比率は問わない。また、ＩｎとＧ
ａとＺｎ以外の金属元素が入っていてもよい。
【００７８】
例えば、Ｉｎ：Ｇａ：Ｚｎ＝１：１：１（＝１／３：１／３：１／３）あるいはＩｎ：Ｇ
ａ：Ｚｎ＝２：２：１（＝２／５：２／５：１／５）の原子数比のＩｎ－Ｇａ－Ｚｎ系酸
化物やその組成の近傍の酸化物を用いることができる。あるいは、Ｉｎ：Ｓｎ：Ｚｎ＝１
：１：１（＝１／３：１／３：１／３）、Ｉｎ：Ｓｎ：Ｚｎ＝２：１：３（＝１／３：１
／６：１／２）あるいはＩｎ：Ｓｎ：Ｚｎ＝２：１：５（＝１／４：１／８：５／８）の
原子数比のＩｎ－Ｓｎ－Ｚｎ系酸化物やその組成の近傍の酸化物を用いるとよい。
【００７９】
しかし、これらに限られず、必要とする半導体特性（移動度、しきい値、ばらつき等）に
応じて適切な組成のものを用いればよい。また、必要とする半導体特性を得るために、キ
ャリア密度や不純物濃度、欠陥密度、金属元素と酸素の原子数比、原子間結合距離、密度
等を適切なものとすることが好ましい。
【００８０】
なお、例えば、Ｉｎ、Ｇａ、Ｚｎの原子数比がＩｎ：Ｇａ：Ｚｎ＝ａ：ｂ：ｃ（ａ＋ｂ＋
ｃ＝１）である酸化物の組成が、原子数比がＩｎ：Ｇａ：Ｚｎ＝Ａ：Ｂ：Ｃ（Ａ＋Ｂ＋Ｃ
＝１）の酸化物の組成の近傍であるとは、ａ、ｂ、ｃが、
（ａ―Ａ）２＋（ｂ―Ｂ）２＋（ｃ―Ｃ）２≦ｒ２

を満たすことをいい、ｒは、例えば、０．０５とすればよい。他の酸化物でも同様である
。
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【００８１】
酸化物半導体は単結晶でも、非単結晶でもよい。後者の場合、アモルファスでも、多結晶
でもよい。また、アモルファス中に結晶性を有する部分を含む構造でも、非アモルファス
でもよい。
【００８２】
上記構成とすることによって、複数の第１の透明電極２１の電位を個別に制御し、複数の
第２の透明電極２２の電位を個別に制御することができる。こうして、シャッターパネル
２０における視差バリアの幅及び間隔を変更する際の自由度を高める（視差バリアの幅の
範囲や間隔の範囲を広げる）ことができる。
【００８３】
本実施の形態は、他の実施の形態と自由に組み合わせて実施することが可能である。
【００８４】
（実施の形態４）
本実施の形態では、本発明の表示装置の利用形態の一態様について説明する。説明には図
３を用いる。
【００８５】
図３（Ａ）には、表示装置３００及び視認者３０１を示している。表示装置３００は、上
記説明した表示パネル１０及びシャッターパネル２０を具備する表示部３０２の他、距離
センサ３０３及び角度センサ３０４を有する。距離センサ３０３及び角度センサ３０４は
、表示装置３００と視認者３０１との距離を測定するための手段として設けられるもので
あり、ここでは距離測定のための一構成例として示したものである。
【００８６】
測定手段である距離センサ３０３及び角度センサ３０４は、表示装置３００と視認者３０
１との距離を測定する。なお距離の測定は、一例として、距離センサ３０３である赤外線
センサ等による距離検出と、角度センサであるジャイロセンサ等による角度検出等と、を
併せて、表示装置３００と視認者３０１との精度の高い距離の測定をすることが好ましい
。表示装置３００は、前述の距離に応じて上述したシャッターパネル２０での遮光領域２
００の幅（視差バリアの幅）を可変する構成とする。そのため、本実施の形態における表
示装置は、視認者３０１が表示装置３００からの距離が一定とすることなく表示部３０２
を視認したとしても、視認者の左目及び右目の両眼視差を生じさせることにより、視認者
に３次元表示を知覚させることができる。
【００８７】
次いで図３（Ｂ）には、図３（Ａ）で説明した距離センサ３０３及び角度センサ３０４を
具備する表示装置３００のブロック図を示す。図３（Ｂ）に示す表示装置３００のブロッ
ク図は、図３（Ａ）で説明した表示部３０２、距離センサ３０３及び角度センサ３０４の
他に、表示パネル３１１、シャッターパネル３１２、アプリケーションプロセッサ３１３
、表示パネル制御回路３１４、シャッターパネル制御回路３１５、センサ制御回路３１６
を有する。
【００８８】
表示部３０２が有する表示パネル３１１及びシャッターパネル３１２は、上記図１（Ａ）
、（Ｂ）で説明した表示パネル１０及びシャッターパネル２０である。そのため、上述し
た視認者との距離が変化しても３次元表示をすることができる。
【００８９】
またセンサ制御回路３１６は、距離センサ３０３及び角度センサ３０４により表示装置と
視認者との距離の測定を行うことができる。センサ制御回路３１６で取得された表示装置
と視認者との距離に関するデータは、アプリケーションプロセッサ３１３に出力される。
【００９０】
アプリケーションプロセッサ３１３には、２次元表示または３次元表示をするための画像
データ（図３（Ｂ）中、「２Ｄ／３Ｄ　ｄａｔａ」と表記）が外部より供給される。アプ
リケーションプロセッサ３１３は、外部より供給される画像データに応じて表示パネル制
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御回路３１４の制御をする。そして表示パネル制御回路３１４は、表示パネル３１１の画
像の表示制御をする。またアプリケーションプロセッサ３１３は、センサ制御回路３１６
より供給される表示装置と視認者との距離に関するデータに応じてシャッターパネル制御
回路３１５の制御をする。そしてシャッターパネル制御回路３１５は、シャッターパネル
３１２の制御をする。
【００９１】
以上説明した本実施の形態の構成により、視認者にとって裸眼での３次元表示を可能とす
る距離範囲を拡大することができる。そのため、利便性に優れた表示装置を実現できる。
【００９２】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【実施例１】
【００９３】
本発明の一態様に係る表示装置は、ノート型パーソナルコンピュータ、記録媒体を備えた
画像再生装置（代表的にはＤＶＤ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ等の
記録媒体を再生し、その画像を表示しうるディスプレイを有する装置）に用いることがで
きる。その他に、本発明の一態様に係る表示装置を用いることができる電子機器として、
携帯電話、携帯型ゲーム機、携帯情報端末、電子書籍、ビデオカメラ、デジタルスチルカ
メラ、ゴーグル型ディスプレイ（ヘッドマウントディスプレイ）、ナビゲーションシステ
ム、音響再生装置（カーオーディオ、デジタルオーディオプレイヤー等）、複写機、ファ
クシミリ、プリンター、プリンター複合機、現金自動預け入れ払い機（ＡＴＭ）、自動販
売機などが挙げられる。本実施例においては、これら電子機器の具体例について図６を参
照して説明する。
【００９４】
図６（Ａ）は携帯型ゲーム機であり、筐体５００１、筐体５００２、表示部５００３、表
示部５００４、マイクロホン５００５、スピーカー５００６、操作キー５００７、スタイ
ラス５００８等を有する。本発明の一態様に係る表示装置は、表示部５００３または表示
部５００４に用いることができる。表示部５００３または表示部５００４に本発明の一態
様に係る表示装置を用いることで、利便性に優れた３次元画像の表示を行うことができる
携帯型ゲーム機を提供することができる。なお、図６（Ａ）に示した携帯型ゲーム機は、
２つの表示部５００３と表示部５００４とを有しているが、携帯型ゲーム機が有する表示
部の数は、これに限定されない。
【００９５】
図６（Ｂ）はノート型パーソナルコンピュータであり、筐体５２０１、表示部５２０２、
キーボード５２０３、ポインティングデバイス５２０４等を有する。本発明の一態様に係
る表示装置は、表示部５２０２に用いることができる。表示部５２０２に本発明の一態様
に係る表示装置を用いることで、利便性に優れた３次元画像の表示を行うことができるノ
ート型パーソナルコンピュータを提供することができる。
【００９６】
図６（Ｃ）は携帯情報端末であり、筐体５４０１、表示部５４０２、操作キー５４０３等
を有する。本発明の一態様に係る表示装置は、表示部５４０２に用いることができる。表
示部５４０２に本発明の一態様に係る表示装置を用いることで、利便性に優れた３次元画
像の表示を行うことができる携帯情報端末を提供することができる。
【００９７】
本実施例は、実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能である。
【符号の説明】
【００９８】
１０　　表示パネル
２０　　シャッターパネル
２１　　透明電極



(15) JP 5917277 B2 2016.5.11

10

20

30

40

50

２２　　透明電極
３１　　左目
３２　　右目
１００　　画素
２００　　遮光領域
２０１　　透光領域
２１ａ　　透明電極
２１ｂ　　透明電極
２１ｃ　　透明電極
２１ｄ　　透明電極
２１ｅ　　透明電極
２１ｆ　　透明電極
２１ｇ　　透明電極
２１ｈ　　透明電極
２１ｉ　　透明電極
２１ｊ　　透明電極
２２２　　基板
２２３　　基板
２２４　　液晶
２２ａ　　透明電極
２２ｂ　　透明電極
２２ｃ　　透明電極
２２ｄ　　透明電極
２２ｅ　　透明電極
２２ｆ　　透明電極
２２ｇ　　透明電極
２２ｈ　　透明電極
２２ｉ　　透明電極
２２ｊ　　透明電極
３００　　表示装置
３０１　　視認者
３０２　　表示部
３０３　　距離センサ
３０４　　角度センサ
３１１　　表示パネル
３１２　　シャッターパネル
３１３　　アプリケーションプロセッサ
３１４　　表示パネル制御回路
３１５　　シャッターパネル制御回路
３１６　　センサ制御回路
１００ａ　　画素
１００ｂ　　画素
２００ａ　　遮光領域
２００ｂ　　遮光領域
２００ｃ　　遮光領域
２００ｄ　　遮光領域
２０１ａ　　透光領域
２０１ｂ　　透光領域
２０１ｃ　　透光領域
５００１　　筐体
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５００２　　筐体
５００３　　表示部
５００４　　表示部
５００５　　マイクロホン
５００６　　スピーカー
５００７　　操作キー
５００８　　スタイラス
５２０１　　筐体
５２０２　　表示部
５２０３　　キーボード
５２０４　　ポインティングデバイス
５２０ａ　　トランジスタ
５２０ｂ　　トランジスタ
５２０ｃ　　トランジスタ
５２０ｄ　　トランジスタ
５２０ｅ　　トランジスタ
５２０ｆ　　トランジスタ
５２１ａ　　配線
５２１ｂ　　配線
５２１ｃ　　配線
５２２ａ　　配線
５２２ｂ　　配線
５２２ｃ　　配線
５２２ｄ　　配線
５２３ａ　　配線
５２３ｂ　　配線
５３０ａ　　コンタクトホール
５３０ｂ　　コンタクトホール
５３１ａ　　コンタクトホール
５３１ｂ　　コンタクトホール
５４０ａ　　配線
５４０ｂ　　配線
５４０１　　筐体
５４０２　　表示部
５４０３　　操作キー
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